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平成 22 年 11 月１日 

各      位 

会 社 名  石光商事株式会社 

代表者名  代表取締役社長執行役員    森本 茂 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード：２７５０） 

問合せ先 常務取締役執行役員管理部門長 山根 清文 

（電話番号 078－861－7791） 

 

平成 23 年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 
平成 23 年３月期第２四半期累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）の業績について、平

成 22 年 5月 14 日に公表いたしました予想値と実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 

 
１．第２四半期累計期間の業績予想値と実績値の差異（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 

（1）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) １６，４６９ １３８ １１５ ６５

今回実績(Ｂ) １６，４３８ ９４ １００ ５９

増減額(Ｂ－Ａ) △３０ △４４ △１５ △６

増減率 △０．２％ △３２．２％ △１３．２％ △９．７％

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成22年３月期第２四半期) 
１６，２０３ １９６ １４０ ６２

   

（2）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) １６，１５８ ９９ ９３ ４９

今回実績(Ｂ) １６，１６７ ８４ ７８ ４５

増減額(Ｂ－Ａ) ９ △１４ △１４ △４

増減率 ０．１％ △１５．１％ △１５．６％ △８．１％

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成22年３月期第２四半期) 
１５，９６８ １８９ １５７ ７６
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２．差異の理由 

（1）連結 

売上高につきましては、景気不振による外食低迷等の影響もありましたが、ほぼ前回予想どおりと

なりました。 

営業利益につきましては、連結子会社の売上高減少に加え、主として下記「（2）個別 」の差異の

理由によるものであります。 

経常利益につきましては、持分法適用関連会社の業績が好調に推移した結果、持分法による投資利

益が増加したため上記のとおりとなりました。 

 （2）個別 

 売上高につきましては、概ね予想どおりとなりました。 

利益面につきましては、円高の影響等もあり売上総利益率が上昇したため、売上総利益は予想を上

回りましたが、確定給付企業年金の年金資産の時価評価下落に伴う退職給付費用の増加等により、営

業利益は前回予想を下回りました。 

経常利益および当期純利益につきましては、主として上記理由によるものであります。 

 

なお、平成22年５月14日公表いたしました平成23年３月期(平成22年４月１日～平成23年３月31日)

の通期業績予想につきましては、現時点において修正はありません。 

 

※ 上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる場合があります。 

 

以   上 


